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（１１）
一般情報など
（１）長谷部健太選手がまたもや世界大会で入賞

４月９日から１５日までオーストラリアのゴールドコーストで開催されていた
World Junior Championship (１８歳から２５歳までの若者によるシングルス世界選手権大会）において長谷部健太君（オーストラリアクラブ会員）がまたもや銅メダルを獲得しました。
　予選ラウンドは８勝１敗で１０人中の第２位で決勝ラウンドに進出し、準々決勝ではオーストラリアのAaron Teys選手を２１：１７で破りましたが、準決勝で同じくオーストラリアの
Aaron Wilson選手に１５：２１で惜しくも敗れ銅メダルとなったものです。
最終結果は、優勝　オーストラリアAaron Wilson
　　　　　　第２位　オーストラリアSean Ingham
　　　　　　第３位　日本　長谷部健太
　　　　　　　　　　オーストラリアCorey Wedlock
　オーストラリアは地元開催でもあるためナショナル選抜チームに所属する有望選手を複数名　出場させていましたが、その内の１名であるAaron Teys選手（この選手はミックスペアーズでは金メダルを取っており、シングルスでも優勝候補の一人でしたが）には予選ラウンドと準々決勝と２度対戦し、２度とも破っています。予選ラウンドの戦績はあとのページに記載しています。
　　
なお最近、オーストラリア在住の日本人向け生活情報ウェブサイト”JAMS"に、長谷部健太君へのインタビュー記事が掲載されました。
リンク先は　http://www.jams.tv/BlogPosts/post_view/jams-talk-lounge/188014　です。
健太君がローンボウルズに関わりだした経緯や、最近での思い、これからのことなど、日本代表として頑張っている健太君の素顔が窺えるいい記事であると思えますので、見てください。
（２）関東支部の役員改選

　　　関東支部の役員が改選時期となり、2016－2017年度の2年間は次の役員体制で運営されることが決定しました。（注）関東支部役員の任期も2年間ですがＢＪ本部およびＢＪ兵庫支部の期間　　

とは1年ずれています。

　　　　　関東支部長　：松原敬之（東京ローンボウリングクラブ）

　　　　　　　副支部長：松原　忍（帝京中高校ローンボウリングクラブ）

　　　　　　　事務局長：高峰正雄（ヨコハマローンボウルズクラブ）

　　　　　　　相談役　：黒沢秀行（ローンボウルズ東京）

（３）寄付金の受領

　　　去る4月16日ＢＪ理事会（名古屋）での席上で愛知ボウルズクラブ山田喜代子会員から

　　ＢＪのＴＫＹ基金に対して20万円の寄付金をいただきました。

山田さんは、高校卒業後バレーボールの特待生で東レの名古屋工場に入社。実業団で愛知代表と
して約５年間選手生活を送った後引退し、日立家電（株）に就職。その後デザイン学校に学び

卒業後は事務所を構えコピーライターとして独立。長年にわたって母親の看病につくすかたわら、いろいろなスポーツを体験。２年前にローンボウルズと出会い、それまで経験したことの無いボウルズの楽しさと奥の深さに興味を持つようになり、現在は昭和スポーツセンターで中高年者の仲間とカーペットボウリングを楽しんでおられる方です。このたび、ローンボウルズの発展のためにということで多額の寄付をいただいたものです。理事会の席上で、理事長名で感謝状をお贈りしました。
　また、別件になりますが、ＴＫＹ基金設立の元になった神戸学園都市クラブの国頭隆雄会員は

その後もひとりでこつこつとＴＫＹ基金に対する募金活動を続けられ、集まった募金の10,100円を3月に寄付していただいたので、4月22日のＢＪ兵庫支部運営会議の席上で、同じく理事長名で感謝状をお贈りしました。　　　　　　　　　　　以上　　BJ理事長　森　紘一

2016年4月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2016年度前期大会（第1，2節）
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月6日（水）、23日（土）12:30～16:00　　
    結果：4月23日終了段階での成績は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	ALBC

-B 
	ALBC

-C 
	ﾀｯﾁｬｽﾞA 
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	ALBC

-A
	学園　Ａ 
	中崎
	兵庫車椅子
	KFBC
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	学園　B 
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ

	勝点
	 12
	   9
	  9
	  6
	  6
	  6
	  6
	  6
	  6
	   3
	  3
	  0

	点差
	+28
	+12
	+2
	+5
	+3
	+0
	-1
	-4
	-8
	-6
	-16
	-15


（２）中崎リーグの4月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 4月4日、18日  いずれも月曜日　12:30～17:00  
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

結果：
	
	4月4日
	4月18日

	1位
	前林典子（LB中崎）
	船引啓吾（神戸ｸﾞﾘｰﾝ）

	2位
	船引啓吾（神戸ｸﾞﾘｰﾝ）
	前林典子（LB中崎）

	3位
	藤川辰美（ALBC）
	赤木泰二（LB中崎）


（３）Aリーグカップ2016年前期大会（第7,8節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：4月3日（日）、17日（日）12:45～16:00　
結果：4月17日終了時点での成績は次の通り
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	魚住弘治（ALBC）　　　　　 95点  福井加代子（ALBC）　　　　 95点
	旭　吉功（ALBC）　　　　　93点

	2位
	山崎俊夫（ALBC）　　　　　 92点
	中山　章（学園ワイズ）      89点

	3位
	日下隆夫（学園ワイズ）       91点
	合田洋子（学園ワイズ）      84点


（４）Ｍリーグ2016年前期大会（第1，2節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月10日（日）、29日（金）12:30～16:00　
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

結果： 4月29日終了時点での成績は次の通り。
	
	M-1リーグ

	M-2リーグ

	1位
	野上哲男（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　　30点
	平山博之（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　　28点

	2位
	坂本泰治（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　　27点
	井上千加子（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　27点

	3位
	西口　明（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　　26点
	松井康有（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　　　26点


（５）タイガー方式ローンボウルズ2016大会
主催：BJ兵庫支部　　　　　　　

主管：神戸グリーン倶楽部およびローンボウルズ中崎
　　　　　会期：4月2日（土）8:30から16:00
      場所：神戸市しあわせの村グリーン
          競技方式： タイガー方式（1ゲームは8エンドを3エンド、3エンド、2エンドに分割して、各エンドの勝ちチームに2ポイントが与えられ、さらに8エンド合計のショット数で上廻ったチームに2ポイントが与えられる。トータルの8ポイントを両チームで

　　　　　　　取り合いする方式）のゲームを1チームあたり4ゲーム行って、4ゲームの合計獲得ポイントで順位を付ける。　チーム編成は当日朝の抽選で決定する。

結果：　18チーム（36名）が参加     
	順位
	選手名（所属クラブ）
	合計獲得ポイント）

	1位
	合田洋子（学園ワイズ）、山外芳敬（ＫＦＢＣ）
	　　27ポイント

	2位
	八木　寛（ＫＦＢＣ）、藤川辰美（ＡＬＢＣ）
	　　26ポイント

	3位
	竹田　宏（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）､加久石幸三（神戸グリーン）
	　　25ポイント


（６）第11回名古屋オープンボウルズ2016大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
主管：愛知ボウルズクラブ　　　

期日：4月17日（日）8:30から16:30
      場所：名古屋市パロマ瑞穂スポーツパーク ラグビー練習場
          競技種目：ショートマット方式ペアーズ戦

　　　　　　　　　　一人3球×8エンド戦を4ゲーム実施。
　　　　　結果：12チーム（愛知から４チーム、関西から７チーム、混成１チーム）が参加。
　　　　　　　　朝方はかなりの雨、風で開催が危ぶまれたが、10時ころから良くなり

　　　　　　　　当初予定の12エンドを8エンドに短縮してゲームを開始した。

　　　　　　　　午後からはすっかり快晴となり、順調に表彰式まで進んだ。

　　　　　　　　ショートマット方式にはローンボウルズ・ゲームの真髄が凝縮されており

　　　　　　　　ドローショットのばらつきが少なく、正確で、安定しているチームが断然強いと
いうことが顕著に見てとれました。
	
	チーム名
	選手名
	成績

	優勝
	兵庫車椅子
	植松寿子、植松博至
	4勝0敗

	第2位
	愛知ｼﾙﾊﾞｰﾌｫｯｸｽ
	岡本万喜子、小出正博
	3勝1敗

	第3位
	ALBC＆愛知混成
	福山　明、木藤直樹
	3勝1敗


　（７）明石市長賞2016（春季）大会
主催：BJ兵庫支部

主管：Aリーグ実行委員会　　

期日：4月24日（日）8:45から17:00
      場所：明石公園ローンボウルズグリーン
          競技方法：男女不問のトリプルズ戦、一人3球×8エンド（75分の時間制限付き）制

　　　　　　　　1チームあたり4ゲームを戦う。対戦相手は勝ち抜き方式で決まる（初戦の相手のみは抽選で決定）。
結果：　14チームが参加   
	
	チーム名
	選手名
	成績

	優勝
	学園都市ワイズ
	合田洋子、南川義和、山形史朗
	3勝1敗、得失点差=+39

	第2位
	神戸ボウルズ
	山田　誠、藤本昌男、宮北　茂
	3勝1敗、得失点差=+22

	第3位
	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎
	山根英輝、松本明美、神田　勉
	3勝1敗、得失点差=+10


（８）World Junior Cup Singles 大会
主催：World Bowls　　　

会期：4月13日～24日（12日間）
      場所：オーストラリア・ゴールドコースト　ブロードビーチ・ボウルズクラブ
          競技種目および出場者：男子シングルス　　長谷部健太（ノースシドニークラブ）

　　　　　　　　　　　　　　ミックスペアーズ　長谷部 ＆ Natasha Jones(オーストラリア)
　　　　　結果：予選ラウンド
	男子シングルス
	ミックスペアーズ

	○21： 2 クックアイランド

○21：16 マレーシア
○21：11 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ Aaron Teys
○21：20 カナダ
○21： 3 アイルランド

○21： 4 ナンビア
×15：2 1 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ Sean Ingham

○21： 6 香港
○21：17 ガーンジー
	○21：12 香港
○21：12 カナダ

○28： 2 クックアイランド

○20：10 ガーンジー
×13：15 ウエールズ
× 7：14 オーストラリア

× 7：18 オーストラリア

×11：12 マレーシア

  

	8勝1敗で⒑人中の第2位となり、

決勝ラウンドに進出
	4勝4敗で9人中の第5位となり、

決勝ラウンド進出ならず。


                男子シングルス決勝ラウンド
　　　　　　　　　　　準々決勝　○21：17 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ Aaron Teys

                      準決勝　　×15：21 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ Aaron Wilson

　　　　　　　　　で3位が決定し、銅メダルを獲得。あとのページ10-12にゲームについての
長谷部選手のコメント記事を掲載しています。

（９）BJ理事会および定期総会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
　　　　　期日：4月16日（土）13時から17時
      場所：名古屋市中京大学八事キャンパス 0号館8階　08A教室
      議題 ：

          平成27年度第4回理事会
第1号議案　平成27年度事業結果報告書および決算報告書の審議
　　　         第2号議案　平成28年度事業計画書および予算計画書の審議

　　　　　　　　　　いずれも提案通りで承認された。なお、平成29年度の第5回ジャパン
オープン国際大会は第4回に引き続き横浜市のYC&ACで開催することで、
平成28年度はその準備を進めることを、この中で承認・決定された。

平成28年度定期総会
第１号議案　平成27-28年度任期途中における役員（監事、理事）の異動(これ

には、クラブの脱退、新規加入も含む)の承認
　　　　　　　　　オーストラリア在住会員（現在7名）がオーストラリアクラブを結成し

　　　　て団体会員としてＢＪに加盟することが承認された。これに伴い理事が　　　

　　　　1名増員となった。
　    　　　　 第２号議案　平成28年度からのBJ会費値上げについての審議

                      ＢＪ理事会の提案通りの値上げ案が承認・決定された。
　　　　　　   第３号議案　平成27年度事業結果報告書および決算報告書の承認
　　　         第４号議案　平成28年度事業計画書および予算計画書の承認

　　　　　　　　　　　　いずれも承認された。
          平成28年度第1回理事会

　　　　　　　　　 第1号議案　平成28年度日本選手権大会の詳細計画（予算計画および地区別

の本選出場枠数計画）の承認

　　　　　　　　　　この中で参加登録費の修正案が道義されたが議論が終結に至らず、平成
28年度はこれまで3年間の実績通りの計画案で進めることとし、別途
に緊急アンケートを実施して会員のじかの声を集約して次年度の計画

に反映させることで結論とされた。
（１０）第18回兵庫支部運営委員会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　　　期日：4月22日（金）9時から12時
      場所：しあわせの村ひよどり研修室

　　　　　　17名が出席。
      議題 ： １．2015年度事業報告、2016年度活動計画―――承認
　　　　　  　2.  2015年度支部会計報告―――承認
　　　　　　　3．2015年度明石公園グリーン自主管理の会計報告―――承認

　　　　　　  ４．支部事務局員の補充について

運営委員の中から互選の結果、タッチャーズ坂本泰治氏が残り任期1年　　間の事務局員として選任された。
　　　　 　5．その他の連絡、報告事項
（１１）「スポーツクラブ21ひょうご」の集会にＰＲパンフレットを配布

4月27日（水）に兵庫県県民会館で開催された「スポーツクラブ21ひょうご」の集会

　　　（県下の地域スポーツ関係者約800人が参加）において、ローンボウルズのＰＲパンフレット

　　　　900部を配布した。このパンフレットには、「ローンボウルズの紹介」とともに「ローンボ

ウルズを始めたい方には指導者の派遣や初心者教室の開催のお手伝いをＢＪがいたします」

という趣旨のことを記載しているので、これから地域スポーツ関係者からの問い合わせが来
ることが期待される。

（参考）「スポーツクラブ21ひょうご」とは、21世紀の豊かなスポーツライフを実現し、

スポーツを通した地域コミュニティづくりを進めるために、兵庫県下の小学校区に地域ス

ポーツクラブを設置することを支援する事業のことであり、兵庫県教育委員会が主導して

いるもの。
2016年5月以降の計画、予定
（1） 男子ペアーズ日本選手権大会関東地区予選会

　主催：ＢＪ関東支部

　日程：5月8日（日）　ただし雨天の場合は5月15日（日）に延期

　場所：立川市昭和記念公園ローンボウルズグリーン

（2） 第3回 関東支部ローンボウルズ大会

　主催：ＢＪ関東支部

　日程：5月22日（日）　

　場所：横浜市YC&ACローンボウルズグリーン
（３）SVリーグ2016年度前期大会(第3,4節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： KFBC、会計： ローンボウルズ中崎、記録：神戸グリーン　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月11日（水）、21日（土）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用

（４）Aリーグカップ2016年前期大会(第9,10節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：5月1日（日）、15日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。

            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（５）Ｍリーグ2016年前期大会(第3,4節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月18日（水）、29日（日）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。
            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（６）中崎リーグの５月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 5月2日(月)、16日（月） 

いずれも　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
（７）男女不問ペアーズ全国オープン2016大会
主催：認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本　　　　　　

主管：ＢＪ兵庫支部
　　　　　会期：5月4日（水）8:30から16:00　小雨決行
      場所：神戸市しあわせの村グリーン
          競技方式： ペアーズ戦、一人3球×８エンド
　　　　　　　　　　　16チーム募集し、4チーム×4グループに分け予選ラウンドはグループ内の

　　　　　　　　　　総当たりで3ゲーム実施。そのあと、各グループの1位によるトーナメント戦

　　　　　　　　　　2ゲームで総合の1位から4位を決定し、同様に各グループの２位によるトー

ナメント戦2ゲームで総合の５位から８位を決定する。以下同様にして16位までを決定する。

表彰対象：　1位、2位、3位、4位、5位、9位、13位   

          申し込み：ＢＪ兵庫支部　奥田副支部長まで。先着16チームで締め切り。
　（８）Ａリーグ10周年記念大会
主催：Ａリーグ実行委員会　　　

期日：5月7日（土）、8日（日）9:00から17:00
      場所：明石公園グリーン
          競技種目：当日の参加人員により、抽選にてトリプルズまたはフォアーズにチーム編成

する。 10エンド戦（ただし1時間45分の時間制限あり）を1日に3ゲーム行い、
3ゲーム合計の獲得ポイントの高い個人順位により表彰する。

獲得ポイントは、（獲得エンド数×１ポイント）+（ゲームに勝ったら3ポイント、引き分けたら1ポイント）という算式により計算する。
　　　　　表彰：7日、8日のそれぞれについて1位から10位までに賞品を与える。

　　　　　参加費用：500円/人・日    

          申し込み：学園都市ワイズメンズクラブ　合田代表まで。先着56名にて締め切る。
　（９）垂水健康公園親睦2016春季大会
主催：BJ兵庫支部

主管：奥田（ＡＬＢＣ）、児島（兵庫車椅子）、森（学園ワイズ）、宮北（神戸ボウルズ）
期日：5月10日（火）8:45から15:00
      場所：垂水健康公園屋外テニスコート・グリーン
          競技方法：男女不問のトリプルズ戦、一人3球×10エンド（70分の時間制限付き）制
　　　　　　　　1チームあたり３ゲームを戦う。
参加費用：　3,000円/チーム    

          申し込み：募集チーム数６が埋まった時点で締め切る。
　（１０）神戸市長賞2016春季大会
主催：BJ兵庫支部

主管：Aリーグ実行委員会　　

期日：5月14日（土）8:45から17:00
      場所：神戸市しあわせの村グリーン
          競技方法：男女不問のトリプルズ戦、一人3球×8エンド（75分の時間制限付き）制

　　　　　　　　1チームあたり4ゲームを戦う。対戦相手は勝ち抜き方式で決まる（初戦の相手のみは抽選で決定）。

　　　　　　　　ゲームごとに勝ちチームに3ポイント、引き分けの場合は両チームに1ポイントが

　与えられ、4ゲームの合計ポイントの高い順に最終順位を決定する。ポイント合計数が同じ場合はショット得失点差の高い方を上位とする。
参加費用：　3,000円/チーム    

          申し込み：募集チーム数18が埋まったため、締め切りすみ。
　（１１）フレンドシップ 大会2016
主催：神戸タッチャーズクラブ　　
会期：5月28日（土）9:00～16:30
      場所：神戸市しあわせの村グリーン
          競技方法：男女不問のペアーズ戦、一人4球×8エンド戦を1チームあたり4ゲームを

戦う。
参加費用：2,000円/チーム    

          申し込み：神戸タッチャーズ　宮崎氏まで。募集チーム数24が埋まったら締め切る。
会員からの投稿
　　　World Under 25 Championshipsを戦って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーストラリアクラブ　長谷部健太
この大会は昨年と同じブロードビーチ・ボウリングクラブの会場で、4月9日から15日まで開催されました。私は昨年準決勝で敗れたので、今年はもうひとつ上を目指しましたが、一方では、またもや多くのトップ選手が集まるこの大会ではそれは簡単なことではないだろうということも分かっていました。私はまたミックスペアーズにも期待していました。というのは今年はオーストラリア代表であるNatasha Jonesと組むことになっていたからです。彼女はオーストラリアのコンディション下では非常にうまくプレーすることが出来るからです。
大会の開始1週間直前に私の予選グループの中のＵＡＥが出場キャンセルし、代わってオーストラリアからAaron Wilsonが出場することになり、さらに2日前にインドが出場キャンセルしオーストラリアからSean Inghamが入ってきました。結果としてオーストラリアからの男性選手エントリー数は2倍になり、オーストラリア・チームの不敗体制ができてしまったように見えました。
昨年はグリーンスピードが私の好む１６秒から17秒位だったのですが、今年のグリーンはかなり重くなっており約１４秒でした。これは大したことではないように見えますが、私にとっては心理的にこの重いグリーンに合わせるのに２～３日を要しました。実際、練習日のときには私はしばしば１から1.5mのショート気味になっていました。
競技の初日、私は強敵を相手にしてうまく4つの勝利をあげることができました。シングルスで

クックアイランドに21：3、マレーシア２に２１：１６、ミックスペアーズで香港に２１：１２、カナダに２１：１２。
しかし2日目はもっとむつかしい相手でした。シングルスの第1ゲームの相手は2015年のオーストラリア・オープンの優勝者であるAaron Teysで、この大会の全期間を通じて私の最大難関となるだろうと考えていた選手でした。私は私のこれまでの競技経験のなかでもベストとも言える戦いをして、２１：１１で彼を倒しました。私はとても嬉しかったのですが、と同時に周りの皆が私のことを大きな脅威だと認め始めたのはこの時からでした。
私は引き続き上手にプレーし続けようと思っていましたが、次のカナダとの対戦では２１：２０と苦戦しました。このゲームが終わったところで私は、全勝でありながら得失点差により予選グループ内の2位の位置であることを知り、1位になるためには上手にプレーし続けなければならないと思いました。予選グループ内の1位であれば決勝ラウンドに進んだときに、プレーオフなしでいきなり準決勝に行けるからです。
午後のミックスペアーズはうまく2勝をあげました。クックアイランドに２８：２、ガーンジーに

２０：１０。この時点で予選グループ内のトップに立ちました。
3日目、Aaron Teysと対戦したときと同様に一生懸命にプレーし続けた結果、アイルランドに
２１：３で勝ち、ナンビアに２１：４で勝ちました。これらのスコアはワンサイド・ゲームのように見えますが、これらの選手に対しても一生懸命にプレーしないと自分のリズムが崩れてしまうと分かっていましたので、そのように努めました。午後のミックスペアーズでウエールズに対して１３：１５で初めての敗退を喫しました。

4日目は、予選グループで1位にいるオーストラリアSean Inghamと対戦するという非常に大事な日でした。彼の出足がたいへん好調であったため、私は自分のリズムを掴むのに苦労しました。私がいくらジャックに近付けても、彼はそれより内側に近付けるかあるいは素晴らしい入れ替わりショットを見せました。私はずっと我慢をし続けねばならず、そうするうちに私のドローショットもだんだんに精度があがってきました。ゲームの後半では私もだいぶ追い上げてこれましたが、間に合わず

２１：１５で負けました。予選グループの上位3位までに残るためには、
次の香港戦には絶対に勝たなければなりませんでした。このゲームでは、不味かったカナダ戦のときと同様に、私はたいへん苦労しました。ゲームの大半で私は相手に先手を取られていました。そこで、ジャック距離をショートからロングに変えた結果、4エンドを続けて2点、3点、3点、1点とスコアを重ねることが出来て、最終的に２１：16で勝ちました。
そのあとのミックスペアーズではオーストラリア・チームのDawn HaymanとAaron Wilsonに

７：１４というひどい結果で敗れました。私のパートナーNatashaはDawnとのリード合戦で互角に戦いましたが、スキップ合戦ではAaron Wilsonが私よりずっとコンバージョンショットを成功させることが出来て、よかったように感じました。例えば、私のチームが4～5個のショットを取っていても、彼は非常に効果的にドローあるいはドライブを出してそれをしのいだのに対して、その逆のケースのときに私は同じことが出来ませんでした。
最終日、私はシングルスの最終ゲーム対ガーンジー戦を２１：１７で勝ちました。一方、ミックスペアーズは上位3位に残ってプレーオフに進出するためには最後の2ゲームを勝つ必要がありましたが、大会の前半で持っていた形を続けることが出来ず、２ゲームともに負けてしまいました。

シングルスのプレーオフでは抽選の結果、再びAaron Teysと対戦することになりました。
もう一度勝てるという確信は持てませんでしたが、前の対戦のときのように一生懸命にやればチャンスはあると考えていました。対戦時は横方向から強い風が吹いていて、非常にやりにくいコンディションでした。投球時にはふだんより少し多めに時間を取るようにし、風のあるコンディションのときはリスクの少ないプレーを選択するように努めました。またもや、私は非常にうまく戦いを進めることが出来て、１９：１０までリードすることが出来ました。しかし、ゲームの終わりに近付いても彼は何とかポイントを取り返してきて、１９：１７まで追いついてきました。
次のエンドで私は最初の2球を失敗してしまいましたが、3球目を何とかしてジャックの隣に寄せることが出来ました。彼はその最後のボウルでこれを飛ばそうとドライブを試み、これが外れました。
私は最後の4球目もドローで寄せることが出来、これで２１：１７で勝つことが出来ました。

準決勝はAaron Wilsonとの対戦で、ミックスペアーズでの対戦でも彼の出来はたいへん良かったので、非常にタフなゲームになるだろうと私は考えていました。Seanとの対戦のときと同じように、私の出足はうまくなくて、しかしすぐに何とか自分のリズムを取り戻し、１１：１１まで並びました。
このころからグリーンが少し軽くなり、私はそれへの調節がうまく行きませんでした。最初の2球が自分の思ったところに近付かず、3球目、4球目を投げるときにかなりのプレッシャーを感じました。

それに反して彼はますます調子をあげ、結局２１：１５で敗れました。
結果には失望はしませんでしたが、もっともっと安定性を高めておればと今は思っています。

最後に、この大会はたいへん楽しいものでしたし、自分の試合では自分のこれまでの経験を役立てることが出来ていたと思っています。
ひとつだけ残念に感じたことをあげれば、Aaron WilsonとSean Inghamの2人のオーストラリア・ボウラーはほんの直近になって出場を許された選手であるということです。

第1に、ある国が直近で出場キャンセルとなった場合は、通常は「不戦敗」とするべきものであり、彼らが競技に出てくるべきではないと考えるからです。
第2に、この2人の交替選手が予選グループで上位を占めてしまったお陰で、4位になった2人の選手（ガーンジーとスコットランド）が一生懸命にやったにも拘わらず決勝プレーオフに進出できなかったことです。オーストラリアが地元であるからということで男子は4名、女子は5名という、他の国のどこよりも2倍以上多くの選手を出場させたというのは公正ではないと考えます。
Bowls Japanのみなさまからのいつも変わらぬ応援にはたいへん感謝しています。
銅メダルを取ったことが日本の名誉になったということで、私も嬉しく思っています。
いつまでも日本のためにプレーしたいと願っています。
そして更に良い結果を出すように向上していきたいと希望しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年4月30日（通巻第132号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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